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定例会12月会議

▲本会議の様子

１２月３日～９日

　平成２７年小野町議会定例会１２月会議は、１２月
３日から９日まで７日間の日程で開かれました。
　会議では、平成２７年度各会計補正予算、条例の
制定など１４件の町長提出議案と、議員提出議案２
件が提出され、議案はすべて全員賛成で原案のとお
り可決しました。
　また、３名の議員が一般質問を行い、町政各般にわ
たり町長の考えをただしました。

条
例
改
正
等

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、個
人
番

号
の
利
用
事
務
の
範
囲
を
限
定
す
る
な
ど
、個
人

番
号
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
を
制
定

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
い
、従
来
よ
り

も
更
に
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
特
定

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正

　

国
税
の
猶
予
制
度
改
正
に
合
わ
せ
て
、納
税
者

の
負
担
軽
減
と
的
確
な
納
税
を
確
保
す
る
た
め
、

徴
収
の
猶
予
と
換
価
の
猶
予
に
つ
い
て
改
正
を
し

た
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

▲昨年の１２月に完成した「小野山神ふれあい館」
　

小
野
山
神
集
会

所
の
移
転
新
築
に

伴
い
、集
会
施
設
の

管
理
等
に
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た

め
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

◆
小
野
町
地
区
集
会
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

　平成２７年度一般会計並びに各
特別会計等の補正予算について
審査し、全て原案のとおり可決しま
した。
　各会計の補正予算額について
は、右表のとおりです。

平成２７年度
各会計補正予算

※１万円未満切り捨て

１１９５万円

１６６万円

▲２９９万円

１７９万円

▲１０１９万円

▲２万円

▲２９９万円

▲２３２４万円

▲３７３５万円

５３億４５５万円

１５億９９３９万円

４１３１万円

１１億９３３０万円

７４６３万円

１億６４７０万円

１億６６３７万円

９０８９万円

１億５４５５万円

一般会計

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

国民健康保険

除染対策事業

介護保険

浄化槽整備推進事業

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

会計区分 補正額 補正後予算額

▲条例の内容を協議

　定例会１２月会議最終日の１２月９日に、遠藤英信
議員が「小野町図書・新聞に親しむ条例」制定の議員
提出議案を提出し、全員賛成で可決されました。
　この条例は、全国的な傾向として、本を読む人が少
なく、活字離れや、自分の思いを言葉で伝える力の低
下が懸念されていることから、町として、本や新聞を
読むことを通じて、言葉を学んだり、表現力を高める
など、町民一人一人の活力ある社会の実現を目的に
制定したものです。
　制定に至るまでは、総務文教常任委員会が中心と
なり、読書推進に関する先進地事例を調査するなど、
様々な角度から協議を重ねてきました。
　ぜひ、町民のみなさん、本と新聞に親しみましょう！

議員提案の条例を制定
小野町図書・新聞に親しむ条例

◆
こ
の
ほ
か
に
、平
成
２６
年
度
小
野
町
水
道
事
業
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、小
野
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
先
﨑
富
美
子
氏

を
、小
野
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に
先
﨑
慎
也
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
す
る
こ
と
に
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

に
先
﨑
富
美
子
氏
、教
育
委
員
会
の
委

員
に
先
﨑
慎
也
氏
を
選
任

人
事
案
件

せんざき ふ  み  こ 

▲先﨑富美子氏

せんざきしん や

▲先﨑慎也氏

2
月
第
1
回
会
議
結
果

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

議員提出議案

【議員提出議案提出者：籠田 良作 議員】
【意見書提出先：内閣総理大臣、文部科学大臣、
  財務大臣】
　なお、陳情の審査は総務文教常任委員会に付託して
行いました。
【陳情件名】公立小中学校の教職員数の充実・
　　　　　確保のための意見書の提出を
　　　　　求める陳情書
【陳 情 者】福島県教職員組合
　　　　　田村支部長　三浦 隆郎

　陳情採択に伴い、「公立小中学校の教職員数の充実・
確保を求める意見書」を内閣総理大臣等に提出するため
の議員提出議案を提出し、全員賛成で可決されました。

　

2
月
1
日
開
催
の「
2
月
第
１
回
会
議
」に
お
い
て
、

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

の
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委 

員
村
上 

信 

一 

氏

中
野 

健
治 

氏

時
田 

美
子 

氏

宗
方 

國
男 

氏

補
充
員

新
田 

正
仁 
氏

岩
塚 

幸
貴 

氏

矢
内 

清
仁 

氏

西
牧 

福
治 

氏



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

３
人
の
議
員
が
一
般
質
問

会田 明生 議員 5ページ
・パークゴルフ場整備の検討状況について
・放課後デイサービスについて◆
・平成２８年度の予算の編成方針について
・特色のあるまちづくりについて◆

◆

竹川 里志 議員 6ページ
・義務教育について◆
・ＩＣＴ教育の導入の考えについて◆
・学校給食の現況について

◆

籠田 良作 議員 7ページ
・河川改修に伴う固定資産税の減免または軽減について◆
・ふるさと納税寄附金の明確性について◆
・道の駅検討委員会設置後の運営について

◆

45

※紙面の関係上、「◆」の質問と答弁の内容のみ
要約して掲載しています。掲載されていない質
問項目の内容等は、3月下旬に小野町のホーム
ページに掲載します「会議録」をご覧ください。

そ
の
施
設
は
町

内
に
必
要
で
あ
る
の
か
、

ま
た
は
近
隣
市
町
の
施
設

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
考

え
で
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

町
と
し
て
町
内

に
必
要
と
思
い
ま
す
か
。

再
々
質
問

　

小
野
町
の
課

題
や
特
色
を
生

か
し
た
ま
ち
づ

く
の
進
め
方
な

ど
の
情
報
を
積

極
的
に
公
開
し

て
、町
民
の
方
々

と
共
有
す
る

仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
々

と
共
有
を
図
る

仕
組
み
は
確
立

さ
れ
て
い
る
の

か
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

町
の
特
色
を
見

出
す
た
め
に
は
、町
民
の

方
々
か
ら
の
知
恵
、英
知

を
、ど
れ
だ
け
集
め
ら
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
必

再
質
問

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、障
が
い
の
あ
る
子
供
た

ち
が
、放
課
後
や
夏
休
み
等

の
長
期
の
休
み
中
に
安
心

し
て
楽
し
く
過
ご
し
、一
人
一

人
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て

い
く
機
会
で
あ
り
、さ
ら
に

は
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

の
一つ
と
し
て
大
変
重
要
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
今

後
の
町
の
取
り
組
み
方
針

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

小
野
町
へ
の
人
の
定

着
、流
入
の
増
加
を
図
る
上

で
は
、町
の
特
徴
を
生
か
し

た
特
色
の
あ
る
地
域
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。こ
れ
ら
特
色
の
あ
る

地
域
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
に
は
何
が
必
要
と
考

え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
、子
育
て
支
援
の
一つ

と
し
て
大
変
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、支
援
を
必

要
と
す
る
人
が
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

町
長

放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
保
護
者
や

そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
者
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、必
要
に
応
じ
て
新

た
な
支
援
策
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長
町
に
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

町
長

会田 明生 議員

問問問問

答答答答

放課後デイサービスについて

子育て支援の一つとして
　　　　　　　　大変重要なサービス

問問問問答答答答
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

特
色
を
生
か
し
て
人
口
減
少
対
策
を
進
め
る

町
の
特
色
と
し
て

は
、豊
か
な
自
然
、道
路
の

利
便
性
や
災
害
に
強
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
色
を
生
か

し
、子
育
て
支
援
、農・商・工

の
活
性
化
、定
住
や
交
流
な

ど
の
人
口
減
少
対
策
な
ど

を
進
め
、住
ん
で
い
る
人
が

輝
く
町
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

町
民
の
方
々
が
、

自
分
の
町
に
誇
り
を
持
て

る
よ
う
な
政
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

町
長

私
は
共
有
が
図
ら

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、町
民
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
の
町
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長

特色のあるまちづくりが求められる

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、こ
の
点
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
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人
は
幼
児
教
育
、義
務

教
育
、高
等
学
校
、大
学
な

ど
様
々
な
教
育
を
受
け
、

社
会
へ
出
て
生
活
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
、基
礎
的

な
知
識
を
学
ぶ
義
務
教
育

と
は
ど
ん
な
役
割
が
あ

り
、戦
後
か
ら
現
在
ま
で

の
子
供
に
対
す
る
教
育
一
般

の
義
務
教
育
に
つ
い
て
、教

育
長
に
伺
い
ま
す
。

問

竹川 里志 議員

問問問問

答答答答

義務教育について

義務教育は自律的に生きる基礎を培う

経
済
格
差
で
子

ど
も
の
収
入
に
も
影
響
し

て
い
る
よ
う
で
す
。教
育
に

格
差
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。特
に
学
力
が
中
低
位
の

子
供
た
ち
に
合
っ
た
仕
組
み

が
必
要
で
す
。教
育
は
、こ

の
子
の
成
長
に
は
何
が
必

要
か
と
い
う
こ
と
か
ら
出

発
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

教
育
格
差
の
問
題
を
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
、教
育

長
に
伺
い
ま
す
。

再
質
問

第
四
次
小
野
町
振
興

計
画
の
基
本
計
画
に
は
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を

図
り
情
報
活
用
能
力
育
成

を
進
め
て
い
く
」
と
あ
り

ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利

活
用
は
医
療
や
教
育
を
は

じ
め
と
し
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、子
供
の
将

来
の
成
績
や
収
入
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。小
野
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
予
算
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

問

教
育
に
支
出
す

る
こ
と
は
将
来
の
子
ど
も

に
対
し
て
の
投
資
で
あ
り
、

子
ど
も
の
収
入
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は

専
門
的
な
知
識
が
必
要
で

す
。授
業
技
術
や
指
導
者
の

点
で
、生
徒
の
理
解
や
学
習

の
効
果
に
大
き
く
作
用
し

ま
す
が
、専
門
的
な
指
導
を

ど
の
よ
う
な
形
で
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、教

育
長
に
伺
い
ま
す
。

再
質
問

義
務
教
育
は
、

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
社
会

に
お
い
て
自
律
的
に
生
き

る
基
礎
を
培
う
、重
要
な

役
割
で
あ
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
教
育
を
子
供

た
ち
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
は
、我
々
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
り
、次
世
代

へ
の
責
任
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。今
後
と
も

子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

教
育
長

教
育
委
員
会

で
は
、今
あ
る
学
習
環
境

を
十
分
に
活
用
し
、個
々

に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
子
供
た
ち
に
対
す
る

政
策
を
引
き
続
き
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

教
育
長

全
小
・
中
学
校

に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、電
子

黒
板
、実
物
投
影
機
を
設
置

し
た
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
接
続
可
能
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
整
備
し
、こ

れ
ら
の
機
器
を
活
用
し
た

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、教
職
員
も
定
期
的
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
に
関
す
る

研
修
を
受
け
、指
導
力
の
向

上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
予
算
は
、

既
に
各
小
・
中
学

校
に
情
報
機
器

の
整
備
が
完
了

し
て
い
る
た
め
、

今
年
度
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ウ

イ
ル
ス
駆
除
ソ
フ

ト
の
更
新
や
教

教
育
長

先
ほ
ど
答
弁

し
た
と
お
り
、各
学
校
に

お
い
て
専
門
の
方
を
招
い

て
研
修
会
を
行
い
、子
供

た
ち
に
そ
の
技
術
を
伝
え

て
い
ま
す
。

教
育
長

問問問問答答答答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
の
考
え
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

小
野
町
で
は
、ふ
る
さ

と
納
税
の
使
い
道
は
３
つ

の
分
野
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、納
税
者
が
ど
の
よ

う
な
考
え
で
納
税
す
る
の

か
把
握
す
る
こ
と
は
大
切

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

を
明
確
に
す
る
た
め
に
も

特
別
会
計
を
設
け
て
、使
途

の
透
明
性
の
確
保
を
図
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問 問問問問答答答答
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
明
確
性
に
つ
い
て

使
途
の
公
表
方
法
を
工
夫
す
る

う
に
、教
育
現
場
と
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
、教

育
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

※「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」と
は
、パ
ソ
コ
ン

　

や
電
子
黒
板
な
ど
情
報
通
信
技

　

術
を
使
っ
た
教
育
の
こ
と
で
す
。

育
委
員
会
と
各
小
・
中
学
校

を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
た
め
の
端
末
機
購
入

に
係
る
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

ＩＣＴ機器（電子黒板）を活用した授業の様子

広く周知するため
昨年パンフレットを作成

※平成27年度は、平成28年1月7日現在の値です。

右
支
夏
井
川
河
川
改

修
事
業
に
伴
い
、町
内
に
移

転
新
築
を
希
望
す
る
方
、ま

た
は
既
に
家
屋
を
新
築
さ

れ
た
方
、さ
ら
に
は
土
地
を

取
得
さ
れ
た
方
に
対
し
、町

独
自
の
固
定
資
産
税
の
減

免
ま
た
は
軽
減
措
置
を
考

え
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
。税
の
減
免
や
軽
減
は
条

例
に
よ
り
制
約
が
あ
る
こ

と
は
承
知
で
す
が
、移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
る

方
は
精
神
的
苦
痛

を
伴
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
少
し
で

も
緩
和
し
、町
内

に
居
住
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
人
口

減
少
対
策
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま

す
。町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

問

固
定
資
産
税
の
減

免
制
度
は
国
の
基
準
に
基

づ
き
小
野
町
税
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。公
共

事
業
に
伴
う
土
地
、家
屋

の
取
得
に
関
し
て
は
、固

定
資
産
税
の
減
免
等
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。私

も
今
回
の
河
川
改
修
事
業

で
は
、地
権
者
の
方
々
の

ご
苦
労
は
大
変
な
も
の

と
、心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、移
転
が
必
要

と
な
る
方
々
に
対
し
、土

地
の
あ
っ
せ
ん
や
住
宅
の

空
き
地
情
報
の
提
供
な

ど
、丁
寧
な
対
応
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

町
長

籠田 良作 議員

問問問問

答答答答

河川改修に伴う固定資産税の
　　　　　　　減免または軽減について

固定資産税の減免等の対象とならない

特
別
会
計
に
よ
る

方
法
も
明
確
性
確
保
の
一つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、あ

ら
か
じ
め
寄
附
金
収
入
を

歳
入
と
し
て
見
込
む
こ
と

が
難
し
い
な
ど
整
理
す
べ

き
課
題
も
多
い
た
め
、使

途
の
公
表
方
法
を
工
夫
す

る
な
ど
し
て
、ふ
る
さ
と

納
税
の
明
確
性
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

【小野小町ふるさと応援寄附金の推移】
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追跡追跡 どうなった？
あの一般質問を検証！

過去の一般質問から「検討したい」という答弁だったものを取り上げ、その後の町の対応を検証します。

小学生・中学生の町政への参加機会について

　将来の地域の担い手である小学生・中学生が町に意見、提案や問題提起のできる場
を設けてはどうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２６年定例会１２月会議）質 問

　子どもたちの負担も考慮しながら、多くの児童・生徒からできる限り自然な形で意見
や提案をいただける機会を設けていきたい。答 弁

町道等の冬期間の日陰になる立木等の伐採について

質 問 　冬の期間日陰になっている路面凍結等の対策として立木の伐採など、日陰対策につ
いて今後の町対応を伺いたい。　　　　　　　　　　　　（平成２７年定例会３月会議）

その後

　県道及び町道の日陰における路面凍結箇所は、これまでに関係機関と協議を行い、
間伐事業と併せて立木伐採を行い、日陰対策を実施した箇所がありますが、立木所有
者が道路管理者以外の場合が多く、課題が多い状況です。
　今後も冬期間の日陰箇所については、融雪剤の散布・除雪の徹底を図りながら、行政
区、交通安全協会、立木所有者などの関係者、関係機関の協力をいただき、条件が整っ
た箇所は、立木伐採等の日陰対策を講じていきます。

　交通安全協会など関係者、関係機関の協力を得ながら、他自治体の事例も参考に、道
路の日陰対策を検討していきたい。答 弁

その後

　町内の小中学生に町政を身近に感じ、町に意見や提案をいただくための場のひと
つとして、昨年１２月に議会及び教育委員会と連携し町内各小学校６年生の代表１２
名が参加した子ども議会を開催しました。
　子ども議員の皆さんからは、日頃の学校生活や日常生活での疑問や要望などをも
とにした質問や、自分たちの将来や町の課題を考えた提言をいただきました。
　町では、今後も多くの小中学生の皆さんから直接町政に対する意見や提案をいた
だけるよう、様々な機会を設けていきます。

　１２月１６日に小野町６０周年を記念して「小野町子ども議会」を役場議場で初めて開催しました。
子ども議会は、次世代を担う子どもたちに、町政や町議会への理解と関心を深めてもらうことを目的に開催
され、町内４小学校６年生の代表１２名が参加しました。
　当日は緊張感のある雰囲気の中、進行役を務めた橋本幸明 議長（小野新町小）のもと１１名の子ども議員
が、子どもの目線で小野町の課題やこれからのまちづくりについて、町長に質問しました。
　会場には、保護者、学校関係者、町議会議員など多くの方が傍聴され、子ども議員からの身近な質問・意見
に耳を傾けました。

小野町６０周年記念

小野町子ども議会を開催

郡司 蓮 議員（飯豊小）
ぐんじ 　れん

小野町に記録が公認され
るような全天候型の陸上
競技場を作ってほしい。

宗像 喜紀 議員（小野新町小）
むなかた  よしのり

小野町では、雇用を増や
すためにどのような取り
組みをしているのか教え
てほしい。

佐藤 魁 議員（小野新町小）
さ  とう　かい

事故が起きないよう、文
化の館裏の踏切に遮断機
を設置してほしい。

橋本 幸明 議長（小野新町小）
はしもと  こうめい

議長として議会の進行役
を務め、議事をスムーズ
に進めました。

石井 真奈 議員（飯豊小）
いしい 　 ま　な

町内放送から流れる曲
は、町民が明るく元気に
なる曲にしてほしい。

村上 香穂 議員（夏井一小）
むらかみ　か　ほ

町民が安心して暮らすこ
とができるよう小野町に
夜間・休日も診察する病
院を設置してほしい。

冨澤 麻愛 議員（夏井一小）
とみざわ　ま　ゆ

町の中心部から離れた場
所では街路灯が少なく危険
です。安全に暮らせるよう
街路灯を増やしてほしい。

郡司 未彩希 議員（小野新町小）
ぐん  じ　  み   さ   き

小野町を訪れる年間の観
光客数と小野町を多くの
方に知ってもらうための
取り組みを教えてほしい。

矢吹 真鈴 議員（小野新町小）
や ぶき    ま  りん

自転車の人も安心して道
路を横断できるよう、歩
道橋にスロープを設置し
てほしい。

折内 禎奈 議員（小野新町小）
おりうち　 てぃな

小野町の特産品のアピー
ルはどのように行ってい
るのか教えてほしい。

大和田 萌 議員（浮金小）
おお  わ　だ　もえ

小野町の観光や特産品を
PRするパンフレットなど
を配付し、もっと町の魅力
を発信してはどうですか。

遠藤 茉凛 議員（浮金小）
えんどう　ま  りん

少子化対策のひとつとし
て「ナイナイのお見合い
大作戦（TV番組）」に応募
してみませんか。
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議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス

　公共施設の建設等について調査検討を行うた
め、宮城県大河原町を訪問し、平成26年４月に
オープンした「世代交流いきいきプラザ」を視察
しました。
　この施設は、放課後児童クラブや子育てセン
ターなどの福祉機能を有するほか、防災拠点機
能も備えた複合施設です。
　施設完成に至るまでのプロセスや施設の活用
状況等を調査しました。

公共施設建設等調査検討
　　　 特別委員会行政調査

11月24日
公共施設建設等調査検討
　　　 特別委員会行政調査

11月24日

　議員の資質向上と円滑な議会運営を目指すた
め、小野町議会主催の議員研修会を開催しまし
た。
　講師には、埼玉県の前戸田市議会議員の斎藤
直子先生をお招きし、「議会の善政競争が日本を
変える！」をテーマに、先生の豊富な経験をもと
にした講演が行われました。

小野町議会議員研修会を開催
11月30日
小野町議会議員研修会を開催
11月30日

　須賀川市にある「日本たばこ産業㈱東日本原
料本部」を訪問し、平成２７年産の葉たばこ買い
入れ状況を視察しました。

小野町産の葉たばこ
買い入れ状況視察

12月10日
小野町産の葉たばこ
買い入れ状況視察

12月10日

議会活動日誌
議会活動日誌議会活動日誌
議会活動日誌

議会活動日誌
議会活動日誌
議会活動日誌議会活動日誌

１日
３日
１０日

１１日
１２日

１３日
１５日
１７日

１８日～２０日
２０日

２１日
２２日
２４日
２５日
２８日
３０日

小野町農作物品評会表彰式
三春町合併60周年記念式典（三春町）
月例全員協議会
総務文教常任委員会
第6回安全･安心でおいしい地下水サミット
第５９回町村議会議長全国大会（東京都）
第６回田村地方交通安全大会
議会広報編集委員会
第４６回全国過疎地域自立促進連盟定期総会（東京都）
第２７回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（白河市～福島市）
小野町議会１１月第1回会議
新潟県阿賀町議会運営委員会行政調査視察受入れ
平成２７年度第２３回サマーキャンプ中学生の翼報告会
定期監査
例月出納検査
平田村合併60周年記念式典（平田村）
リカちゃん通りイルミネーション点灯式
小野町合併60周年記念式典
公共施設建設等調査検討特別委員会行政調査（宮城県）
全員協議会
第48回田村地方婦人の集い
議会運営委員会
全員協議会
小野町議会議員研修会

11月11月

３日～９日
６日
９日
１０日

１６日

２５日

小野町議会定例会１２月会議
小野町老人クラブ連合会芸能発表会
月例全員協議会
平成２７年産葉たばこ
買い入れ状況視察（須賀川市）
小野町６０周年記念
「小野町子ども議会」
例月出納検査
公立小野町地方綜合病院企業団議会

12月12月

４日

１０日
１２日

２５日

平成２８年小野町消防出初式
新年交礼会
平成28年小野町成人式
小野町パークゴルフ協会設立総会
月例全員協議会
例月出納検査

1月1月

▲11/15沿道から応援（ふくしま駅伝）

▲11/17新潟県阿賀町議会運営委員会と
意見交換
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あ
と
が
き

村
上 

昭
正

議
会
広
報
編
集
委
員
会
委
員
長

　

議
会
改
選
に
伴
い
、新
た
な
議
会
広
報

編
集
委
員
会
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
の
紙
面

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
身
近
に
感
じ
、関

心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
に
努
め
、ま
た
、議
会
に
対
す
る
ご
意
見

等
も
数
多
く
掲
載
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般質問は3月4日（金）の予定です。傍聴をお待ちしています！
定例会3月会議は3月3日（木）に開会の予定です。

※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（０２４７-７２-６９３０）

町民の 声声 町民の方から議会に思うことをお聞きしましたので、ご紹介します。

　

今
年
1
月

に
町
議
会
議

員
選
挙
が
行

わ
れ
、12
名
の

方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
に
つ
い
て
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。立
候
補
さ
れ
た
方
々
が
ど
ん

な
公
約
で
選
挙
に
望
む
の
か
と
期
待

し
て
お
り
ま
し
た
。少
し
残
念
に
思
っ

た
の
が
皆
さ
ん
の
公
約
が
聞
け
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
昨
年
定
例
会
12
月
会
議
を
友

人
と
一
緒
に
傍
聴
し
ま
し
た
。自
分
に

と
っ
て
町
政
を
知
る
う
え
で
も
大
変

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。議
会
傍
聴

に
行
け
る
の
は
限
ら
れ
た
方
々
だ
と

思
い
ま
す
。

　

選
挙
の
時
こ
そ
は
っ
き
り
と
し
た

自
分
の
公
約
を
町
民
の
方
々
に
聞
い

て
頂
け
る
良
い
機
会
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

定
例
会
12
月
会
議
で
３
名
の
方
々

の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
議
員
は
大
変
勉
強
し
、調
査

を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
も
素
晴
ら
し
い
議
員
の
方
々

が
選
ば
れ
ま
し
た
。私
達
町
民
の
代
表

と
し
て
、明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

一
層
の
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

上野 豊子さん

　

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た

「
お
の
ま
ち
議

会
だ
よ
り
」

は
、と
て
も
見

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
一
般
質
問
、

行
政
、議
員
の
方
々
の
一
端
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、現
状
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
策
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

町
全
体
を
自
分
達
の
地
域
と
考
え
、

様
々
な
面
か
ら
見
て
、安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
、子
供
の
育
成
に

適
し
た
環
境
づ
く
り
を
第
一
に
考
え

て
頂
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
も
子
育
て
世
代
が
少

し
で
も
多
く
足
を
運
べ
る
休
日
や
日

中
に
開
催
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

た
だ
け
た
ら
、自
分
達
の
声
も
町
政
に

伝
わ
っ
て
、方
向
性
や
在
り
方
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
町
民
も
行
政

に
よ
り
多
く
の
関
心
を
持
ち
、町
の
発

展
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、住
み
や
す
く
、安
心
し
て
生

活
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
地
域
活

力
の
向
上
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

石塚 光子さん

【左から】渡邊直忠 委員　宗像芳男 委員　遠藤英信 委員
吉田康市 副委員長　村上昭正 委員長　佐藤登 委員
水野正廣 委員　竹川里志 委員

議会広報編集委員会です。これからも、町民の
皆様に議会情報を正確に分かりやすくお伝え
していきます。


	1
	2-3
	4-5
	6-7
	8-9
	10-11
	12

